
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

  学 校 名 多治見市立精華小学校附属幼稚園 

実 施 期 間 平成２５年１１月 ８日（金） 

実 施 概 要 
 

 
祖父母参観日 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 □成果発表 □交流活動 □講演会等 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保護者(祖父母)                 ８０人  
  計  ８０人 

地域関係者                   ０人 

実 施 状 況 
 

 祖父母対象の参観日である。事前活動として、祖父母へのプレゼント製作、
歌、合奏など、発表する演目の練習を行なってきた。 

 当日は祖父母と共に登園してもらい、祖父母が参加できない家庭のみ、父母
に参加をしてもらった。 

① 全園活動…戸外で、祖父母のことを歌った曲「ね」、ペアになって踊る曲
「さんぽ」を祖父母と一緒に踊った。その後、遊戯室の舞台で学級ごとの
発表をした。（歌、手遊び、合奏、手話、ダンスなど）自分の孫だけでは
なく、他児の発表にも、目を細めて楽しんでいた。祖父母にとって懐かし
い曲「もみじ」を幕間に歌い、幼い頃を思い出した。 

② 学級活動…祖父母の自己紹介では、住んでいる地名、幼い頃の遊び紹介を
してもらい祖父母への関心を高め、歌や手遊びの触れ合い遊びをして互い
に親しめるようにした。 

③ プレゼント渡し…「百才のうた」を歌い、園児が作った「市松模様のコー
スター」「染物ハンカチ」「ティッシュケース」を贈った。 

成果及び課題 
  

  

《成果》 

・孫の園生活に触れて楽しい一時を過ごせたという感想が多く寄せられた。園
児も祖父母の幼い頃の遊び（伝承遊び：竹馬、こま、けん玉）に関心を示し
た。 

「孫が友達と楽しそうに遊ぶ姿を見て、安心した。」（３歳児祖父母の感想） 

「こんないたずら小僧ですが、とてもかわいい孫です。どうぞよろしく。」（４
歳児祖父の言葉） 

「園で竹馬ができるようになった姿を祖父母に見せることができ、子どもが嬉
しそうだった。」（５歳児母の感想） 

・園長挨拶で、祖父母から大切にされた記憶は、大人になってもずっと残るこ
と、愛情深く育てることの大切さを話したところ、多くの賛同を得られた。
家庭と園との連携で、幼児が安心できる生活を築いていきたい。 

《課題》 

・年1回の特別な行事なので、祖父母が参加できない園児への配慮や、プレゼ
ントを渡す相手（祖父母）の確認など、間違いのないように取り組みたい。 

・活動内容では、祖父母が得意な遊びを実際に見せてもらう、幼い頃の歌を園
児と一緒に歌うなど、祖父母、園児共に活躍する場がある内容を考えたい。 
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